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r生命の河ーWind」
北郷悟／作（平成4年度文化庁買上作品）
きたごう・さとる／昭和28年福島県生まれ。

54年新制作展新作家賞、みちのくの造形展な

ど受賞、出品多数。 62年、東京・銀座での個

展をはじめ、以後も数多く開催。現在は新制

作協会会員、新潟大学教育学部助教授。



第
八
士
二
条
の
七
か
ら
十
二
ま
で
）
。

つ
ま
り
、
こ
の
制
度
は
、
有
形
文
化
財
等
関
係
で
は
、

「
有
形
文
化
財
、
有
形
の
民
俗
文
化
財
又
は
記
念
物

の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な

技
術
又
は
技
能
の
う
ち
修
理
、
復
旧
、
復
元
、
模
写
、

模
造
等
に
係
る
も
の
」
及
び
そ
の
「
表
現
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
材
料
の
生
産
、
製
造
等
又
は
用
具
の

製
作
、
修
理
等
の
技
術
又
は
技
能
で
保
存
の
措
置
を

講
ず
る
必
要
の
あ
る
も
の
」
、
無
形
文
化
財
等
関
係
で

は
、
「
無
形
文
化
財
又
は
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
保
存

の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技
術
又

承
は
技
能
の
う
ち
芸
能
、
芸
能
の
技
法
若
し
く
は
工
芸

伝
技
術
又
は
民
俗
芸
能
の
表
現
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

と
い
用
具
の
製
作
、
修
理
等
又
は
材
料
の
生
産
、
製
造

存呆
等
の
技
術
又
は
技
能
で
保
存
の
措
置
を
講
ず
る
必
要

D
の
あ
る
も
の
」
を
選
定
し
、
「
選
定
保
存
技
術
に
選
定

術
さ
れ
る
技
術
又
は
技
能
を
正
し
く
体
得
し
、
か
つ
、

技
こ
れ
に
精
通
し
て
い
る
者
」
を
保
持
者
に
、
ま
た
、

存
「
選
定
保
存
技
術
に
選
定
さ
れ
る
技
術
又
は
技
能
を

保
保
存
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
（
財
団

定選
を
含
む
。
）
で
当
該
技
術
又
は
技
能
の
保
存
上
適
当
と

認
め
ら
れ
る
事
業
を
行
う
も
の
」
を
保
存
団
体
に
認

集
定
す
る
と
と
も
に
、
技
術
の
保
存
・
向
上
、
技
術
者

特
の
確
保
の
た
め
の
後
継
者
養
成
、
技
術
記
録
作
成
を

集

文

化

財

の

保

存

技

術

の

保

護

ー
「
選
定
保
存
技
術
」
に
つ
い
て
ー

去
る
六
月
二
十
九
日
、
六
月
二
十
七
日
の
官
報
告

示
を
う
け
て
、
重
要
無
形
文
化
財
・
選
定
保
存
技
術

賃
者
の
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
認
定
を
受
け
た
の
は
、
重
要
無
形
文
化
財
関

係
の
十
氏
と
、
選
定
保
存
技
術
関
係
で
は
、
「
漆
工
品

修
理
」
の
北
村
謙
一
（
北
村
昭
斎
）
（
五
十
六
歳
）
、
「
表

具
用
手
漉
和
紙
（
補
修
紙
）
製
作
」
の
井
上
稔
夫
（
五

十
一
歳
）
、
「
屋
根
瓦
葺
（
本
瓦
葺
）
」
の
山
本
清
一
（
六

十
一
歳
）
、
「
建
造
物
模
型
製
作
」
の
和
田
安
弘
（
六
十

一
歳
）
、
「
研
炭
製
造
」
の
東
浅
太
郎
（
七
十
二
歳
）
、

「
組
踊
道
具
製
作
」
の
島
袋
光
史
（
七
士
二
歳
）
、
「
建

造
物
彩
色
」
の
吉
原
昭
夫
（
吉
原
北
宰
）
（
六
十
六
歳
）

の
七
氏
（
各
々
の
詳
し
い
紹
介
は
本
誌
3
6
頁
参
照
）
。

式
で
は
、
赤
松
良
子
文
部
大
臣
（
当
時
）
か
ら
一

人
一
人
に
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
「
人
間
国
宝
」
と
し
て
注

目
を
集
め
る
こ
と
の
多
い
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

に
く
ら
べ
て
、
選
定
保
存
技
術
保
持
者
は
地
味
な
存

在
で
あ
り
、
「
選
定
保
存
技
術
」
の
言
葉
自
体
、
一
般

行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
・
認
定
制
度

と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
異
な
る
点
は
、
無
形
文
化

財
で
は
、
「
文
化
的
所
産
で
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上

又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
」
と
い
う
観
点
か
ら

指
疋
・
認
定
が
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
選
定
保
存
技

術
は
、
「
文
化
財
の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
保
存
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
も

の
」
と
い
う
観
点
で
選
定
・
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。ま
た
、
個
人
の
保
持
者
の
認
定
に
つ
い
て
は
と
も

に
同
じ
よ
う
な
観
点
か
ら
認
定
さ
れ
ま
す
が
、
重
要

無
形
文
化
財
の
保
持
団
体
の
場
合
は
、
そ
の
技
の
保

持
者
が
主
た
る
構
成
員
の
団
体
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
選
定
保
存
技
術
の
保
存
団
体
は
、
そ
の
技
術
・

技
能
を
保
存
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体

で
、
技
術
・
技
能
の
保
存
上
適
当
と
認
め
ら
れ
る
事

業
を
行
う
も
の
と
し
、
必
ず
し
も
技
術
・
技
能
の
保

持
者
の
集
団
と
限
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

＊
 

無
形
文
化
財
関
係
（
工
芸
技
術
）
の
漆
芸
に
関
係

す
る
分
野
で
具
体
的
に
み
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ

゜
ぶ
ノ

漆
芸
は
、
改
め
て
申
す
ま
で
も
な
く
、
我
が
国
の

に
は
ま
だ
ま
だ
な
じ
み
の
薄
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
本
誌
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
「
選
定
保
存
技

術
」
関
連
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
（
「
特

集
文
化
財
保
存
技
術
の
保
存
と
伝
承
」
No
ニ
九
一
、

平
成
四
年
十
二
月
号
）
、
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
工
芸
技
術
関
係
を
中
心
に
、
改
め
て
本

号
で
特
集
を
組
み
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

＊
 

現
行
の
『
文
化
財
保
護
法
』
で
は
、
「
文
化
財
」
を

①
有
形
文
化
財
（
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸

品
、
考
古
資
料
、
歴
史
資
料
な
ど
）
、

②
無
形
文
化
財
（
演
j
u
、
音
楽
、
工
芸
技
術
な
ど
）
、

③
民
俗
文
化
財
（
衣
服
、
器
具
、
家
屋
そ
の
他
の

物
件
（
有
形
）
、
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
（
無
形
）
）
、

④
記
今
盆
初
（
遺
跡
、
名
勝
な
ど
）
、

⑤
伝
統
的
建
造
物
群
、
の
五
種
類
に
分
類
し
て
い

ま
す
が
、
「
選
定
保
存
技
術
」
は
、
こ
れ
ら
「
文
化
財

の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な

技
術
又
は
技
能
で
保
存
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
も
の
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
（
『
文
化
財
保
護
法
』

代
表
的
な
伝
統
的
工
芸
技
術
で
、
世
界
的
に
も
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
漆
芸
で
は
重

要
無
形
文
化
財
と
し
て
「
蒔
絵
」
、
「
蒟
醤
」
、
「
彫
漆
」
、

「
傑
漆
」
、
「
輪
島
塗
」
が
指
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
も
し
く
は
保
持
団
体
が
認
定
さ

れ
て
、
そ
の
保
存
と
伝
承
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
漆
芸
を
支
え
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
重
要
無
形
文
化
財
を
保
持
す
る
人
々
だ
け
で

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、

そ
の
技
を
体
現
す
る
た
め
に
そ
の
制
作
工
程
で
使
用

す
る
優
れ
た
用
具
ー
ー
曲
室
ぷ
｀
筆
等
の
製
作
用
具
や

良
質
の
漆
な
ど
の
原
材
料
が
不
可
欠
な
の
で
す
。
む

し
ろ
、
こ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
漆
芸
の
保
存
・
伝
承
な

ど
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
漆
芸
で
用
い
ら
れ
る

漆
が
、
日
本
産
は
全
体
の
わ
ず
か
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
中
国
や
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
日
本
産
漆
は
、
外
国
産
漆
に
く
ら
べ
、

透
明
度
、
被
覆
力
、
接
着
力
等
に
お
い
て
優
れ
、
古

文
化
財
の
保
存
修
理
や
高
度
の
漆
芸
作
品
の
制
作
に

は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
原
材
料
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
保
持
者
の
死
亡
に
よ
り
選
定
・
認

5
 

4
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蒔絵筆製作

材

料

（

ヘ

早
急
な
対
応
を

選
定
保
存
技
術
の
現
状
と
ー
題

定

が

解

除

さ

れ

た

も

の

も

含

め

て

、

漆

芸

に

関

連

す

る

選

定

保

存

技

術

；

保

持

者

。

保

存

団

体

を

挙

げ

る

と

次

の

よ

う

に

な

り

ま

す

。

「

日

本

産

漆

生

産

。

精

製

」

（

日

本

文

化

財

漆

協

会

）

「

漆

濾

紙

（

吉

野

紙

）

製

作

」

（

昆

布

l

夫

）

「

蒔

絵

筆

製

作

」

（

村

田

九

郎

兵

衛

）

「

漆

掻

き

用

具

製

作

」

（

中

畑

長

次

郎

）

「

漆

刷

毛

製

作

」

（

泉

鎮

吉

）

「

研

炭

製

造

」

（

東

浅

太

郎

）

「

日

本

産

漆

生

産

・

精

製

」

は

「

無

形

文

化

財

の

保

存

の

た

め

に

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

伝

統

的

な

技

術

の

う

ち

工

芸

技

術

の

表

現

に

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

材

料

の

生

産

、

製

造

等

の

技

術

で

保

存

の

措

置

を

講

ず

る

必

要

の

あ

る

も

の

」

と

し

て

、

ま

た

、

「

漆

濾

紙

（

吉

野

紙

）

製

作

」

r
「

蒔

絵

筆

製

作

」

、

「

漆

揺

き

用

具

製

作

」

、

「

漆

刷

毛

製

作

」

、

漆

芸

の

研

磨

用

具

と

し

て

の

「

研

炭

製

造

」

は

「

エ

芸

技

術

の

表

現

に

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

用

具

の

製

作

の

技

術

で

保

存

の

措

置

を

請

ず

る

必

要

の

あ

る

も

の

」

と

し

て

選

定

さ

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

、

「

文

化

財

修

理

や

漆

芸

作

品

の

制

作

に

用

い

る

日

本

産

漆

（

文

化

財

漆

と

称

す

る

）

の

生

産

を

確

保

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

設

立

」

さ

れ

た

日

本

文

化

財

漆

協

会

は

、

「

選

定

保

存

技

術

に

選

定

さ

れ

る

技

術

又

は

技

能

を

保

存

す

る

こ

と

を

主

た

る

目

京都府教育庁指導部

文化財保護課技師

原田三壽

的

と

す

る

団

体

（

財

団

を

含

む

。

）

で

当

該

技

術

又

は

技

能

の

保

存

上

適

当

と

認

め

ら

れ

る

事

業

を

行

う

も

の

」

と

し

て

保

存

団

体

に

、

ま

た

、

昆

布

、

村

田

、

中

畑

泉

r
東

氏

は

f

そ

の

「

技

術

又

は

技

能

を

正

し

く

体

得

し

、

か

つ

、

こ

れ

に

精

通

し

て

い

る

者

」

と

し

て

保

持

者

に

各

々

認

定

さ

れ

て

い

る

の

で

す

。

し

か

し

な

が

ら

、

こ

れ

ら

の

選

定

保

存

技

術

そ

し

て

保

持

者

の

大

半

は

、

従

来

重

要

無

形

文

化

財

保

持

者

等

の

一

部

の

人

々

か

ら

は

重

視

さ

れ

て

は

い

た

も

の

の

、

一

般

に

は

ほ

と

ん

ど

か

え

り

み

ら

れ

る

こ

と

な

く

見

過

ご

さ

れ

て

き

た

の

で

し

た

。

「

文

化

財

の

保

存

技

術

の

保

護

」

「

選

定

保

存

技

術

」

の

制

度

が

設

け

ら

れ

た

の

は

、

昭

和

五

十

年

に

『

文

化

財

保

護

法

』

が

大

幅

に

改

正

さ

れ

た

時

で

し

た

。明

治

時

代

に

始

ま

っ

た

我

が

国

の

文

化

財

保

護

の

歴

史

の

中

で

、

昭

和

二

十

五

年

に

制

定

さ

れ

た

『

文

化

財

保

護

法

』

に

「

有

形

文

化

財

」

に

対

す

る

「

無

形

文

化

財

」

が

取

り

入

れ

ら

れ

た

こ

と

は

、

画

期

的

な

こ

と

と

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

＇

こ

の

昭

和

五

十

年

の

改

正

で

r
「

文

化

財

の

保

存

技

術

」

が

盛

り

込

ま

れ

た

こ

と

も

大

き

な

意

味

を

持

つ

も

の

と

評

価

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

に

よ

っ

て

制

度

的

に

選

定

保

存

技

術

の

の

く

り

返

し

を

経

て

、

穂

先

を

揃

え

、

最

後

に

編

み

糸

で

堅

く

括

っ

て

穂

先

の

部

分

は

仕

上

が

る

。

蒔

絵

筆

は

こ

う

し

た

飽

く

こ

と

の

な

い

厳

し

い

毛

の

選

別

の

結

果

で

き

上

が

る

が

、

何

よ

り

も

「

さ

き

目

」

と

呼

ぶ

毛

の

選

別

が

至

難

で

あ

り

、

そ

れ

が

筆

の

良

否

を

決

定

す

る

。

村

田

九

郎

兵

衛

氏

は

、

大

正

四

年

(

-

九

一

五

）

生

れ

、

十

八

歳

か

ら

先

代

に

つ

い

て

蒔

絵

筆

の

製

作

を

始

め

た

。

村

田

家

は

元

禄

期

に

は

す

で

に

蒔

絵

筆

の

製

作

に

従

事

し

て

お

り

、

伝

承

者

は

そ

の

八

代

目

で

、

当

主

は

代

々

九

郎

兵

衛

を

名

乗

る

。

仕

事

を

始

保

存

と

伝

承

の

た

め

の

足

掛

か

り

が

つ

け

ら

れ

た

と

い

え

ま

す

。

第

二

次

世

界

大

戦

か

ら

今

日

ま

で

の

短

い

歴

史

の

中

に

お

い

て

さ

え

も

、

昭

和

三

十

、

四

十

年

代

の

高

度

経

済

成

長

に

よ

っ

て

、

社

会

的

、

経

済

的

環

境

、

さ

ら

に

自

然

環

境

ま

で

が

、

急

激

に

大

き

く

変

化

し

ま

し

た

。

そ

う

し

た

中

で

、

建

造

物

や

絵

画

、

彫

刻

な

ど

の

美

術

工

芸

品

等

の

修

復

を

す

る

技

術

者

や

工

芸

技

術

の

用

具

製

作

の

技

術

者

等

の

減

少

や

老

齢

化

を

ひ
わ
だ
ぶ
き

生

み

、

ま

た

檜

皮

葺

に

使

う

檜

皮

や

漆

芸

に

使

用

す

る

漆

な

ど

の

資

材

・

原

材

料

を

確

保

す

る

こ

と

が

困

難

に

な

っ

て

く

る

な

ど

、

文

化

財

保

存

そ

の

も

の

に

大

き

な

支

障

を

き

た

す

お

そ

れ

が

あ

る

状

況

に

な

っ

て

い

た

の

で

す

。

そ

れ

か

ら

随

時

選

定

。

認

定

が

行

わ

れ

て

、

二

十

年

が

経

と

う

と

し

て

い

ま

す

。

こ

の

間

、

文

化

財

の

保

存

修

復

の

国

際

協

力

が

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ

さ

れ

る

二

刀

で

、

技

術

の

伝

承

者

の

減

少

や

高

齢

化

、

原

村

料

の

確

保

の

困

難

さ

の

度

合

い

が

、

深

刻

化

し

て

い

る

も

の

も

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

ま

す

が

、

充

分

な

調

資

研

究

を

踏

ま

え

て

の

選

定

保

存

技

術

の

選

定

。

認

定

の

充

実

が

急

が

れ

て

い

る

と

言

え

ま

し

ょ

う

。

（

伝

統

文

化

課

文

化

財

調

査

官

佐

ヮ

4
木

正

直

）

め

て

す

ぐ

に

徴

兵

さ

れ

た

た

め

し

ば

ら

く

の

中

断

が

あ

っ

た

が

、

昭

和

二

十

一

年

か

ら

再

び

製

作

を

開

始

し

た

。

再

開

に

当

た

っ

て

は

、

よ

り

よ

い

筆

を

製

作

す

る

た

め

、

作

っ

て

は

蒔

絵

師

の

と

こ

ろ

へ

持

参

し

使

用

し

て

も

ら

い

、

感

想

を

聞

い

て

は

試

行

錯

誤

を

く

り

返

し

た

と

い

う

。

蒔

碧

字

の

製

作

技

術

の

修

得

に

は

長

い

年

月

を

必

要

と

す

る

。

こ

う

し

た

こ

と

も

関

連

し

て

、

そ

の

製

作

を

続

け

る

人

は

少

な

く

、

全

国

で

も

京

都

、

大

阪

を

中

心

に

わ

ず

か

三

軒

ほ

ど

が

そ

の

製

作

に

当

た

る

7
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•特集 選定保存技術の保存と伝承

そ
の
間
、
伝
承
者
は
い
ろ
い
ろ
手
を
尽
く
し
、
去
年

な
ん
と
か
捕
獲
し
て
も
ら
え
る
方
を
見
つ
け
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

小
軸
は
筆
の
種
類
に
よ
り
差
し
込
む
毛
の
本
数
の

違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
太
さ
が
い
ろ
い
ろ
と
異
な
っ

て
い
る
。
本
根
朱
等
の
細
筆
の
小
軸
に
は
笹
を
用
い

る
。
こ
の
笹
は
シ
ノ
ブ
竹
で
、
春
に
延
び
て
き
た
も

の
を
四
月
下
旬
に
一
度
刈
り
込
み
、
そ
の
後
延
び
て

き
た
も
の
を
冬
一
月
頃
刈
っ
た
も
の
で
、
さ
ら
に
一

製
作
中
の
穂
先
と
用
具

だ
け
で
あ
る
。
そ
の
中
で
最
も
熟
達
し
た
村
田
氏
は

昭
和
六
十
二
年
選
定
保
存
茎
博
杢
持
者
に
認
定
さ
れ

た
。
こ
れ
は
蒔
絵
筆
の
製
作
が
文
化
財
保
存
技
術
と

し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

氏
の
高
度
な
手
わ
ざ
が
評
価
さ
れ
た
結
果
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
多
く
の
蒔
絵
師
た
ち
が
「
村
九
の
筆
」
と

呼
び
愛
用
す
る
の
は
、
そ
の
評
価
の
あ
か
し
で
あ
り
、

氏
の
長
年
の
技
術
の
錬
磨
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。

筆
は
、
大
き
く
穂
先
と
軸
部
か
ら
な
る
。
蒔
絵
筆

で
は
、
穂
先
に
は
猫
と
鼠
の
毛
を
用
い
る
。
軸
部
は

毛
を
差
し
込
む
部
分
を
小
軸
、
持
つ
部
分
を
親
軸
と

呼
ん
で
い
る
。
そ
の
他
に
は
ヨ
シ
、
編
み
糸
等
を
使

う
。
穂
先
に
使
う
猫
毛
は

京
都
、
大
阪
と
い
っ
た
京

阪
神
に
生
息
す
る
猫
の
毛

が
よ
い
。
鼠
の
毛
は
滋
賀

県
彦
根
市
の
犬
上
川
河
口

付
近
に
す
む
鼠
を
用
い
る
。

鼠
は
戦
前
は
京
都
で
も
材

料
を
入
手
で
き
た
が
、
ず

い
ぶ
ん
前
か
ら
彦
根
市
で

調
達
し
て
い
る
。

猫
は
白
猫
の
毛
（
玉
毛
）

で
、
鼠
は
ク
リ
ネ
ズ
ミ
を

用
い
る
。
と
も
に
材
料
屋

か
ら
入
手
す
る
が
、
玉
毛

年
間
陰
干
し
し
て
使
う
。
こ
う
し
た
作
業
も
滋
賀
県

土
山
町
で
伝
承
者
自
身
が
行
っ
て
い
る
。

小
軸
の
太
い
も
の
は
伊
予
産
で
あ
る
。
伊
予
の
竹

は
適
度
の
弾
力
が
あ
り
筆
先
に
適
し
て
い
る
。
こ
れ

は
昭
和
五
十
年
頃
入
手
が
一
旦
途
絶
え
た
お
り
、
宇

和
島
へ
直
接
問
い
合
わ
せ
、
そ
れ
以
後
は
地
元
の
組

合
か
ら
円
滑
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ヨ
シ
は
親
軸
よ
り
や
や
細
め
の
も
の
を
用
い
る
。

＼
親
軸
に
差
し
込
む
と
そ
の
分
だ
け
裂
け
る
が
、
親
軸

に
密
着
し
自
由
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は

毛
先
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
、
い
わ
ば
キ
ャ
ッ

プ
に
相
当
す
る
。
キ
ャ
ッ
プ
と
は
違
い
取
り
外
し
の

手
間
が
か
か
ら
な
い
し
、
蒸
れ
た
り
も
し
な
い
。
こ

の
ヨ
シ
は
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
の
琵
琶
湖
岸
に
生

え
た
も
の
で
あ
る
。
二

S
三
月
に
刈
り
込
み
、
し
ば

ら
く
乾
燥
さ
せ
四
月
に
な
っ
て
屋
内
に
収
納
し
て
お

゜
＜
 

し
ん
ち
ゅ
う

毛
の
選
別
に
使
用
す
る
毛
抜
き
、
櫛
は
真
鍮
製

が
よ
い
。
市
販
の
も
の
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
が
多
い
が
、

こ
れ
で
は
毛
自
体
を
い
た
め
、
切
っ
て
し
ま
う
の
で
、

や
は
り
昔
な
が
ら
の
真
鍮
製
が
柔
ら
か
く
て
よ
い
。

た
だ
現
在
、
こ
う
し
た
真
鍮
製
は
生
産
さ
れ
て
い
な

い
た
め
い
つ
ま
で
使
用
で
き
る
か
が
問
題
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
素
材
の
ほ
と
ん
ど
は
伝
承
者
の

努
力
に
よ
り
な
ん
と
か
確
保
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

後
璽
百
つ
い
て
は
、
虞
が
技
術
を
伝
承
し
て
お

は
毛
を
一
、
つ
か
み
ご
と
に
握
り
固
め
た
状
態
で
、
鼠

は
な
め
し
皮
の
状
態
で
購
入
す
る
。
高
蒔
絵
に
使
用

ね

じ

ふ

で

す
る
根
朱
筆
に
は
こ
の
ク
リ
ネ
ズ
ミ
を
用
い
る
。
筆

の
用
途
に
よ
り
使
用
す
る
部
分
も
異
な
る
。
例
え
ば
、

き
じ
く
つ
ゑ
か
き

玉
毛
の
背
の
部
分
は
、
黄
軸
鶴
書
や
一
丁
掛
、
脇
の

じ

ぬ

部
分
は
地
塗
り
用
と
す
る
。
ク
リ
ネ
ズ
ミ
の
背
の
部

分
は
赤
軸
本
根
朱
、
脇
は
赤
軸
先
白
根
朱
な
ど
と
決

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
枚
の
毛
で
も
全
部

使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
首
か
ら
背
中
、
脇
に
か
け

て
の
部
分
の
毛
し
か
使
用
で
き
な
い
。
体
の
部
分
に

し
て
こ
う
で
あ
る
か
ら
、
ど
ん
な
鼠
の
毛
で
も
使
え

る
わ
け
で
は
な
い
。
一
番
身
近
な
ど
ぶ
鼠
は
も
ち
ろ

ん
使
え
な
い
。
ク
リ
ネ
ズ
ミ
は
昔
は
米
蔵
な
ど
に
生

息
し
て
い
た
が
、
近
年
の
生
活
様
式
の
変
化
等
か
ら

米
蔵
自
体
が
な
く
な
り
こ
の
鼠
が
身
近
に
い
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
鼠
は
い
て
も
そ
れ
を
捕
獲

す
る
人
が
な
く
て
は
材
料
に
は
な
ら
な
い
。
捕
獲
す

る
に
し
て
も
時
期
が
あ
り
、
毛
の
延
び
た
冬
毛
が
よ

い
。
こ
う
し
た
種
類
と
期
間
の
限
ら
れ
た
仕
事
で
あ

る
た
め
、
捕
獲
す
る
人
は
鼠
ば
か
り
捕
ら
え
て
い
て

も
生
計
が
立
た
な
い
の
で
、
片
手
間
仕
事
と
な
り
素

材
の
確
保
は
ど
う
し
て
も
不
安
定
な
状
態
に
な
っ
て

し
ま
う
。
長
年
村
田
氏
の
と
こ
ろ
で
使
用
す
る
ク
リ

ネ
ズ
ミ
を
捕
獲
し
て
い
た
方
は
高
齢
の
た
め
仕
事
を

や
め
、
つ
い
に
近
年
入
手
し
得
な
く
な
っ
た
。
こ
こ

数
年
は
以
前
の
在
庫
を
使
用
す
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、

り
問
題
は
な
い
も
の
の
、
特
紅
素
材
の
面
で
タ
リ
ネ

ズ
ミ
の
入
手
が
危
機
的
で
あ
り
緊
急
性
が
高
い
。
蒔

絵
筆
製
作
の
生
命
線
で
あ
る
だ
け
に
、
長
期
的
に
安

定
し
た
入
手
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
伝
統
工
芸
の
存
続
に
も
直
結
す
る
問
題
だ
か
ら

で
あ
る
。
京
都
と
い
う
土
地
柄
か
ら
か
、
各
種
の
用
具
の
修

理
や
新
調
に
関
す
る
照
会
が
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
。
社
会
構
造
の
変
化
な
ど
か
ら
、
伝
統
の
手
仕

事
に
関
す
る
技
術
の
伝
承
が
各
地
で
廃
絶
し
た
り
、

ま
た
そ
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
た
技
術
の
保
存
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も

の
で
あ
る
。
そ
の
連
関
の
く
ず
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、

一
見
隆
盛
し
華
や
か
に
見
え
る
伝
統
工
芸
の
世
界
も

そ
の
背
後
は
非
常
に
危
う
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
の
で
あ
る
。
蒔
絵
筆
製
作

と
い
っ
た
ひ
と
つ
を
と
り
あ
げ
て
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
一
府
県
の
み
な
ら
ず
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
材
料

の
入
手
を
は
じ
め
と
し
た
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ

る
。
全
国
レ
ベ
ル
で
の
早
急
な
対
応
が
切
望
さ
れ
て

い
る
。
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竹片子の抜き作業

竹片子による賛編み作業

萱片子を細い竹片子でつく作業

「
手
す
き
和
紙
の
用
具
を
作
る
私
た
ち
の
仕
事
の

価
値
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
和
紙

に
関
す
る
技
術
、
技
法
を
熟
知
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和

紙
に
合
っ
た
用
具
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
今
、
和
紙
屋
さ
ん
の
縁
の
下
の
力
持
ち
で
終
わ

＼
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
心
あ
る
和
紙
屋
さ

ん
か
ら
、
あ
な
た
が
製
作
し
て
く
れ
た
用
具
で
こ
ん

な
す
ば
ら
し
い
和
紙
が
で
き
た
と
送
っ
て
く
れ
た
時
、

和
紙
屋
さ
ん
の
気
持
ち
が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
り
、
本

当
に
う
れ
し
く
ほ
っ
と
し
た
一
時
を
過
ご
す
こ
と
も

あ
る
。
用
具
づ
く
り
と
和
紙
づ
く
り
の
接
点
を
も
っ

と
も
っ
と
深
め
、
い
っ
し
ょ
に
和
紙
を
作
っ
て
い
る

ど
遠
い
こ
と
で
は
な
く
、
保
存
会
と
し
て
も
大
き
な

期
待
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
具
作
り
の
技
術
は
九
の
分
野
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

た

け

ひ

ご

0
竹
片
子
づ
く
り

賃
に
は
淡
竹
(
-
魯
）
と
真
竹
（
岐
阜
）
が
使

わ
れ
る
。
竹
を
小
割
し
て
肉
質
部
、
表
皮
部
を
包
丁

で
削
り
取
り
、
薄
い
竹
片
と
し
た
後
、
突
割
器
で
角

い
片
子
を
作
り
、
片
子
抜
き
器
を
二
＼
三
回
通
し
て

丸
い
竹
片
子
と
す
る
。
竹
片
子
の
長
さ
は
最
低
四
五

セ
ン
チ
は
必
要
で
太
さ
も
十
八
＼
二
十
八
本
（
一
五

ミ
リ
幅
に
片
子
が
何
本
並
ぶ
か
で
太
さ
の
表
現
を
す

る
）
と
紙
の
種
類
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
。
竹

片
子
作
り
の
専
門
職
人
は
無
く
、
簑
編
み
職
人
の
内

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
」
。

用
具
製
作
に
携
わ
る
あ
る
若
い
後
継
者
が
、
ぼ
そ

ぼ
そ
と
心
情
を
吐
露
し
た
そ
の
姿
は
感
銘
深
い
も
の

が
あ
っ
た
。
全
国
手
漉
和
紙
用
具
製
作
技
術
保
存
会

が
昭
和
五
十
一
年
五
月
国
の
選
定
保
存
技
術
保
存
団

体
に
認
定
さ
れ
て
は
や
十
八
年
に
な
る
。
全
国
の
手

漉
和
紙
業
者
が
激
減
す
る
中
、
手
漉
和
紙
の
主
産
地

を
中
心
に
三
十
二
名
も
の
用
具
製
作
技
術
者
が
各
種

の
用
具
つ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

同
保
存
会
が
発
足
し
た
昭
和
五
十
年
に
は
、
手
漉

和
紙
を
漉
く
業
者
は
専
業
・
副
業
合
わ
せ
て
七
亘
戸

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
用
具
製
作
者
は
全
国
で

五
名
が
必
要
に
応
じ
竹
片
子
を
製
作
し
て
い
る
。

〇
萱
片
子
づ
く
り

ス
ス
キ
の
穂
軸
か
ら
作
ら
れ
る
萱
片
子
を
製
作
す

る
職
人
は
唯
一
・
人
、
高
知
県
の
村
田
金
悦
氏
（
八
十

歳
）
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
や
せ
地
の
山
土
に
生
育

す
る
細
身
で
曲
が
り
の
な
い
丈
夫
な
ス
ス
キ
の
穂
軸

を
採
取
す
る
。
ス
ス
キ
の
穂
を
握
り
鋏
で
切
断
し
た

後
、
極
細
の
竹
片
子
で
継
ぎ
合
わ
せ
、
一
本
(
-
五

0

セ
ン
チ
）
の
萱
片
子
と
す
る
。
萱
片
子
も
竹
片
子
と

同
様
に
片
子
の
太
さ
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
、
十
二

十
六
本
の
八
通
り
の
種
類
の
萱
片
子
が
作
ら
れ
る
。

萱
片
子
の
簑
で
作
ら
れ
る
和
紙
は
、
宇
陀
紙
、
美
栖

が
み
せ
い
ち
ょ
う
し

紙
、
清
張
紙
な
ど
一
部
の
特
殊
な
和
紙
に
使
わ
れ
て

い
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
絹
山
氏
が
萱
片
子
づ
く

高知県商工労働部

紙業試験場専門研究員

宮崎謙一

く
り
の

四
十
一
名
を
数
え
、
平
均
年
齢
も
六
十
七
歳
と
い
う

高
齢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
で
は
、
手
漉
業
者
は

全
国
で
三
百
五
土
戸
で
ち
ょ
う
ど
半
減
し
た
状
況
で

あ
る
の
に
対
し
、
用
具
製
作
者
は
、
保
存
会
の
後
継

者
養
成
事
業
の
効
果
も
あ
っ
て
十
三
名
も
の
後
継
者

が
育
ち
、
会
員
の
平
均
年
齢
は
五
十
九
歳
と
若
返
り

を
み
せ
て
い
る
。
特
に
和
紙
産
地
で
あ
る
高
知
県
に

お
い
て
絹
山
嘉
郎
氏
（
三
十
七
歳
）
が
八
年
前
か
ら
漉

け

た

す

か

や

ひ

ご

き
桁
・
漉
き
簑
の
研
修
を
受
け
、
現
在
で
は
萱
片
子
づ

く
り
の
研
修
中
で
あ
る
。
岐
阜
県
で
は
上
口
裕
子
さ

ん
（
二
十
三
歳
）
が
漉
き
簑
の
研
修
を
始
め
、
静
岡
県

で
は
藤
波
裕
士
氏
（
三
十
幽
｛
）
が
漉
き
桁
の
研
修
を

終
え
、
現
在
漉
き
簑
の
研
修
を
受
け
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
若
い
後
継
者
が
一
人
前
に
な
る
の
も
そ
れ
ほ

り
の
後
継
者
と
し
て
昨
年
か
扮
研
修
を
受
け
で
い
る
。

0
編
糸
づ
く
り

竹
片
子
、
萱
片
子
を
編
む
の
に
使
わ
れ
る
編
糸
は
、

ょ

生
糸
に
撚
り
を
か
け
て
作
ら
れ
る
。
編
糸
作
り
の
職

人
は
唯
一
人
、
高
知
県
の
有
光
弘
範
氏
の
み
で
あ
る
。

氏
は
昭
和
五
十
四
年
に
後
継
者
と
し
て
研
修
を
受
け
、

全
国
の
簑
編
み
職
人
の
注
文
に
応
じ
て
い
る
。
編
糸

も
片
子
の
太
さ
に
よ
っ
て
太
糸
、
細
糸
を
使
い
分
け

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
種
類
と
し
て
一
匁
二
分
S
五
匁

（
四
九
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
編
糸
三
本
分
の
目
方
）

の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

〇
賛
桁
づ
く
り

贅
編
み
と
桁
づ
く
り
の
職
人
は
多
く
、
手
漉
和
紙

主
要
産
地
に
は
必
ず
数
名
の
職
人
が
い
る
。
簑
桁
づ
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‘

は

じ

め

に

と
「
か
ら
む
し
（
弓
蔚
）
生
産
．
手
即
き
」
は
、
平

存呆
座
一
年
十
一
月
十
六
日
に
国
の
選
定
保
存
技
術
と
し

D
て
選
定
さ
れ
、
昭
和
村
か
ら
む
し
生
産
技
術
保
存
協

術
会
が
そ
の
保
存
団
体
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

技
か
ら
む
し
は
、
麻
の
中
の
苧
麻
の
一
種
で
、
そ
の

存
細
く
長
い
繊
維
が
強
靱
で
あ
る
こ
と
や
光
沢
に
富
む

じ
よ
う
ふ

保
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
級
な
麻
織
物
で
あ
る
上
布
な
ど

定醒
の
材
料
と
し
て
古
く
か
ら
重
視
さ
れ
、
国
内
各
地
で

栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
福
島
、
沖
縄

両
県
が
そ
の
主
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

重
要
無
形
文
化
財
「
小
千
谷
縮
・
越
後
上
布
」
で

は
、
こ
の
か
ら
む
し
か
ら
精
製
さ
れ
た
青
苧
（
靱
皮

試
み

く
り
の
職
人
は
、
和
紙
の

特
性
を
は
じ
め
産
地
の
特

徴
や
和
紙
職
人
の
く
せ
も

熟
知
し
、
そ
れ
に
応
じ
た

賛
桁
を
作
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
和
紙
の
種
類
に

よ
っ
て
片
子
の
太
さ
、
編

糸
の
太
さ
等
を
変
え
、
一

本
一
本
の
片
子
を
順
序
良

く
て
い
ね
い
に
編
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
枚
の

簑
を
仕
上
げ
る
の
に
一
週

間
程
度
か
か
り
、
根
気
の

い
る
仕
事
で
あ
る
。
最
近
、
若
い
上
口
さ
ん
が
同
保

存
会
会
長
の
古
田
要
三
氏
に
直
接
指
導
を
受
け
な
が

ら
研
修
を
開
始
し
た
。
古
田
会
長
も
こ
の
こ
と
を
非

常
に
喜
び
、
．
若
い
者
が
若
い
感
覚
で
用
具
づ
く
り
の

新
し
い
世
界
を
切
り
開
く
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

漉
き
桁
の
材
は
、
樹
齢
三
百
年
以
上
の
官
材
の
檜

が
最
適
と
さ
れ
、
軽
く
て
丈
夫
な
桁
が
作
ら
れ
て
き

た
が
、
和
紙
の
需
要
構
造
の
変
化
に
よ
り
民
芸
紙
や

厚
紙
が
多
く
な
り
、
簑
桁
の
小
型
化
が
進
み
、
昔
の

よ
う
に
材
を
厳
選
す
る
職
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
。

0
そ
の
他
の
用
具

漉
き
桁
に
使
わ
れ
る
取
っ
手
金
具
、
掛
け
金
、
束

釘
な
ど
は
、
腐
食
の
恐
れ
の
な
い
弾
力
性
に
富
ん
だ

て

う

繊
維
）
を
手
績
み
し
た
麻
糸
が
昔
か
ら
基
本
材
料
と

し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
村
産
の
高
品
質
の
青

苧
は
従
来
よ
り
そ
の
製
作
に
は
か
か
せ
な
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
か
ら
む
し
を
生
産
し
て
い
る
昭
和
村
（
福
島

県
大
沼
郡
）
の
面
積
は
二

0
九
・
三
四
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
世
帯
数
七
百
四
十
六
戸
、
人
口
二
千
二
百

人
[
男
二
丁
ハ
十
二
人
女
ニ
エ
日
十
八
人
(
平
成

六
年
四
月
三
十
日
現
在
)
]
で
、
県
か
ら
過
疎
地
域
と

特
別
豪
雪
地
帯
の
指
定
を
受
け
て
い
る
村
で
す
。

か
ら
む
し
を
栽
培
し
て
い
る
方
々
は
百
十
二
人

（
男
五
十
五
人
、
女
五
十
七
人
）
、
栽
培
面
積
は
一
三
六

ア
ー
ル
で
個
人
が
一
―

0
ア
ー
ル
、
文
化
庁
の
国
庫

馬毛を材料としだ刷毛づくり作業

福島県教育庁文化課

専門文化財主査

尾形秀重

補
助
事
業
に
よ
る
直
営
が
二
六
ア
ー
ル
あ
り
ま
す
。

銅
製
の
金
具
が
良
い
が
、
産
地
に
よ
り
鉄
製
の
金
具

を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
金
具
づ
く
り
職
人
は
、

高
知
と
岐
阜
の
二
人
で
あ
る
。

極
薄
紙
（
例
え
ば
土
佐
典
具
帖
紙
な
ど
）
の
抄
紙
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
絹
紗
は
、
山
崎
鶴
亀
さ
ん
（
選

定
保
存
技
術
「
手
漉
和
紙
用
具
（
紗
）
製
作
」
保
持
者
）

が
故
人
に
な
っ
て
以
来
、
技
術
職
人
は
途
絶
え
、
現
在

は
機
械
織
り
の
絹
紗
が
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

模
鷹
を
漉
く
の
に
必
要
な
懲
稼
金
型
や
透
か
し

金
型
づ
く
り
の
職
人
は
福
井
県
の
み
で
あ
る
。

和
紙
を
乾
燥
す
る
工
程
で
使
わ
れ
る
刷
毛
づ
く
り

の
職
人
は
岐
阜
県
の
助
川
氏
と
息
子
さ
ん
の
二
人
と

な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
用
具
づ
く
り
の
工
程
は
複
雑
多
岐

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
人
が
存
在
し
て
い

た
が
、
最
近
で
は
、
簑
編
み
職
人
が
そ
の
材
料
で
あ

る
編
糸
や
竹
片
子
、
萱
片
子
を
作
っ
た
り
、
桁
職
人

が
金
具
を
作
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
韓
国
、
台
湾
、
中
国
に
は
手
漉
和
紙

は
ま
だ
多
く
存
在
し
、
用
具
も
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い

る
と
聞
く
。
海
外
の
用
具
を
輸
入
し
、
安
く
販
売
し

て
は
と
い
う
話
も
耳
に
す
る
。
日
本
の
伝
統
あ
る
和

紙
を
さ
さ
え
る
製
紙
原
料
、
製
紙
用
具
が
あ
る
限
り

安
易
に
そ
ん
な
話
に
乗
ら
な
い
よ
う
、
和
紙
業
界
は

留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
の
伝
統
が
足
元
か
ら
崩
れ
て
く
る
か
ら
。

二
、
か
ら
む
し
の
生
産
か
ら
苧
引
き
ま
で

こ
こ
で
、
国
選
定
保
存
技
術
の
一
端
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。
「
か
ら
む
し
生
産
・
苧
引
き
」
に
は
、
概
ね

次
の
五
つ
の
工
程
が
あ
り
ま
す
。

巾
か
ら
む
し
焼
き

か
ら
む
し
は
、
植
え
付
け
て
か
ら
三
年
目
の
も
の

し
ょ
う
ま
ん

を
収
穫
し
ま
す
が
、
五
月
二
十
一
日
の
小
満
の
日
を

目
安
と
し
て
、
か
ら
む
し
焼
き
（
写
真
1

)

を
行
い

ま
す
。
根
に
刺
激
を
与
え
、
発
芽
を
揃
え
た
り
害
虫

や
そ
れ
ら
卵
の
駆
除
、
焼
い
た
灰
を
肥
料
と
す
る
た

め
で
す
。
新
芽
が
約
一

0
1
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
草
丈

と
な
っ
て
い
る
か
ら
む
し
の
（
写
真
2

)

上
に
コ
ガ

ヤ
ま
た
は
カ
ヤ
を
敷
き
、
一
般
に
は
晴
れ
の
日
の
タ

方
風
下
か
ら
火
を
点
け
ま
す
。
火
を
追
い
か
け
る
よ

う
に
放
水
し
（
写
真
3

)

、
消
火
を
確
認
し
ま
す
。

②
施
肥
畑
を
焼
き
終
え
た
翌
日
（
ま
た
は
当
日
）
に
施
肥

（
写
真
4

)

を
し
ま
す
。
昔
は
人
糞
尿
を
用
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
油
粕
、
鶏
糞
、
菜
種
粕
等
を
施
し
ま
す
。

化
学
肥
料
は
、
か
ら
む
し
の
繊
維
が
か
ら
ん
で
裂
け

な
く
な
る
の
で
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
施
肥
後
、
畑

に
ワ
ラ
を
か
け
ま
す
が
、
あ
ま
り
厚
く
か
け
る
と
か

ら
む
し
の
茎
が
曲
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
慎
重

13 12 
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写真8

写真9

写真10

ま
す
。
こ
れ
は
剥
ぐ
時
に
幹
か
ら
皮
が
よ
＜
離
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

は

一
晩
浸
し
て
か
ら
か
ら
む
し
剥
ぎ
（
皮
剥
ぎ
）
の

作
業
(
[
生
具
9

)

を
行
い
ま
す
。
剥
ぎ
終
わ
っ
た
か
ら

む
し
は
、
す
ぐ
に
水
に
浸
さ
れ
（
写
真
1

0

)

ま
す
。

回

｛

h

引
き
（
か
ら
む
し
引
き
）

水
か
ら
引
き
上
げ
た
か
ら
む
し
の
大
水
を
切
っ
て
、

か
な
ご
（
苧
引
き
具
）
で
引
き
（
写
真
1

1

)

ま
す
。

引
き
終
わ
っ
た
か
ら
む
し
（
青
苧
）
は
陰
干
し
（
写

真
1

2

)

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
①
＼
⑤
ま
で
の
作
業
工

程
が
国
の
選
定
保
存
技
術
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。

に
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
風
除
け
の
た
め
の
垣
根
を

カ
ヤ
で
作
り
ま
す
。

③

収

穫

（

か

ら

む

し

取

り

）

’

｀

暦
の
上
で
土
用
の
七
月
十
八
日
頃
に
刈
り
取
り
ま

す
。
生
育
し
た
か
ら
む
し
は
一
八

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

9

ル
程
の
背
丈
に
な
り
、
二

S
四
本
ま
と
め
て
(
-
本

ず
つ
刈
り
取
る
方
も
い
ま
す
。
）
根
か
ら
三

0
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
を
斜
め
に
刈
り
取
り

（
写
真
5

)

、
か
ら
む
し
の
先
端
か
ら
下
方
に
向
か
っ

三
、
昭
和
村
の
新
た
な
試
み

「
昭
和
村
か
ら
む
し
織
」
は
、
福
島
県
指
定
重
要
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
村
で
は
、

原
麻
を
新
潟
県
へ
安
定
的
供
給
す
る
一
方
、
販
路
拡

大
の
一
環
と
し
て
、
余
剰
の
原
麻
で
か
ら
む
し
織
を

織
り
、
小
物
（
財
布
・
ネ
ク
タ
イ
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・

夏
物
衣
類
等
）
を
製
作
し
て
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
か
ら
む
し
を
織
る
担
い
手
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
昭
和
村
で
は
起
死
回
生
策
と
し
て
新
年

度
予
算
で
一
千
二
百
万
円
の
事
業
費
を
確
保
、
今
年

の
三
月
、
全
国
的
に
織
姫
を
募
集
し
ま
し
た
。

六
十
四
名
の
応
募
が
あ
り
、
五
月
二
十
三
日
十
名

て
葉
を
落
と
し
（
写
真
6

)

ま
す
。

葉
の
付
い
た
先
端
を
切
り
取
り
、
下
方
か
ら
三
尺

八
寸
（
写
真
7

)

の
所
を
切
り
ま
す
。
こ
の
長
さ
は
、

女
性
が
苧
引
き
を
す
る
時
に
丁
度
よ
い
長
さ
と
な
る

か
ら
だ
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

凶
か
ら
む
し
剥
ぎ

収
穫
し
た
か
ら
む
し
は
、
水
に
浸
さ
れ
（
写
真
8

)

が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
‘
,
ぶ

1
1
~
1i11北
四
歳
ま
で
の
年

齢
で
福
島
二
人
、
東
京
四
人
、
埼
玉
一
人
、
神
奈
川

二
人
、
群
馬
一
人
、
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
で
航
空
会
社

や
デ
パ
ー
ト
の
社
員
、
教
師
や
広
告
会
社
勤
務
経
験

者
な
ど
で
す
。

織
姫
は
、
住
民
票
を
移
動
し
、
月
々
五
万
円
の
奨

励
費
と
民
泊
と
研
修
資
料
代
の
補
助
を
受
け
て
一
年

間
民
家
に
滞
在
し
、
栽
培
、
苧
績
み
、
織
り
の
研
修

を
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
五
月
二
十
一
・
ニ
十
二
の
二
日
間
、

初
め
て
東
京
の
銀
座
で
か
ら
む
し
織
の
展
示
即
売
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
成
果
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
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リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
イ
（
琉
球
藍
）
は
、
キ
ツ
ネ
ノ

マ
ゴ
科
に
属
す
る
草
本
類
で
、
本
土
の
タ
デ
ア
イ
（
蓼

藍
）
と
は
別
種
で
、
沖
縄
の
染
織
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
染
料
の
原
料
で
あ
る
。
藍
の
製
法
は
、

刈
り
取
っ
た
藍
葉
を
新
鮮
な
う
ち
に
水
に
浸
し
、
三

日
間
ほ
ど
醗
酵
さ
せ
る
。
十
分
に
醗
酵
し
た
後
に
藍

葉
と
水
を
分
離
し
、
色
素
を
含
ん
だ
藍
液
に
生
石
灰

を
加
え
て
攪
拌
し
、
沈
澱
物
を
得
て
藍
を
生
成
す
る

方
法
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
泥
藍
で
あ
る
。

琉
球
藍
の
製
造
は
年
二
回
行
わ
れ
る
。
第
一
回
目

は
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
刈
り
入
れ
製

三

課
題

沖縄票教育庁文化課

主任専門員

大城學

と
こ
ろ
で
あ
り
、
十
名
の

方
々
が
昭
和
村
へ
定
住
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
願

う
も
の
で
す
。

四
、
今
後
の
課
題

か
ら
む
し
生
産
・
苧
引

き
だ
け
で
は
生
活
が
難
し

い
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
を

解
決
し
な
い
か
ぎ
り
技
術

は
失
わ
れ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
お
り

ま
す
が
、
幸
い
に
も
昭
和

村
で
は
前
述
し
た
と
お
り
新
規
の
事
業
を
試
み
、
さ

ら
に
国
の
選
定
保
存
技
術
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
で
、

栽
培
者
は
そ
れ
を
誇
り
と
し
て
生
産
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。
昭
和
村
か
ら
む
し
生
産
技
術
保
存
協
会
長
の
五
十

嵐
初
喜
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
会
員
の
方
々
は
、
品

質
の
向
上
を
目
指
し
て
の
肥
料
研
究
や
、
か
ら
む
し

に
よ
る
新
し
い
製
品
の
可
能
性
を
見
い
だ
そ
う
と
、

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
生
産
し
た
上
質
の
か
ら
む
し
は
新
潟

県
へ
供
給
し
て
お
り
、
今
後
と
も
安
定
し
た
供
給
が

望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
生
産
過
剰

と
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
そ
の
逆
の
場
合
は
ど
う
な

造
さ
れ
、
夏
藍
と
称
し
て
い
る
。
第
二
回
目
は
十
月

下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
に
か
け
て
刈
り
入
れ
製
造
さ

れ
る
も
の
で
、
冬
藍
と
称
し
て
い
る
。

『
琉
球
国
旧
記
』
（
一
七
三
一
年
）
の
「
染
布
エ
」

の
項
に
は
、
一
六
―
二
年
（
薩
摩
の
琉
球
侵
入
の
三

年
後
）
の
こ
と
と
し
て
、
薩
州
人
の
酒
匂
四
郎
右
衛

門
景
陳
が
琉
球
に
定
住
し
、
は
じ
め
て
染
織
の
方
法

を
教
え
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
そ
の
頃
す
で
に
琉

球
藍
を
染
料
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
い
う
見
方
が

あ
る
。
薩
摩
の
琉
球
侵
入
後
、
琉
球
は
薩
摩
に
貢
納

布
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
上
納
さ
れ
る

芭
蕉
布
や
上
布
、
紅
型
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
琉
球
藍

の
か
、
ま
た
、
現
状
よ
り
多
く
の
買
い
付
け
が
な
さ

れ
な
い
も
の
か
、
と
い
う
問
題
が
昭
和
村
か
ら
む
し

生
産
技
術
保
存
協
会
に
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
方
、
越
後
上
布
・
小
千
谷
縮
布
技
術
保
存
協
会
か

ら
は
、
価
格
や
等
級
が
一
方
的
に
決
め
ら
れ
て
い
る

等
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
、
両
保
存
協
会
の
連
絡
協
議
会

が
平
成
三
年
度
か
ら
発
足
し
、
年
に
一
度
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
元
で
交
互
に
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、
文
化

庁
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
そ
れ
ら
問
題
の
解
決
に

あ
た
っ
て
い
る
の
は
大
変
心
強
い
こ
と
で
あ
り
、
今

後
と
も
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
だ
、
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

五
、
お
わ
り
に

私
は
、
か
ら
む
し
担
当
に
な
っ
て
四
年
目
を
迎
え

ま
す
。
六
百
年
余
の
伝
統
が
あ
る
昭
和
村
の
か
ら
む

し
生
産
を
い
か
に
存
続
し
て
い
た
だ
く
か
、
昭
和
村

や
新
潟
県
を
訪
れ
る
た
び
に
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
伝
統
的
な
文
化
や
技
術

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
我
々
の
心
の
ふ
る
さ
と
と

し
て
の
文
化
財
を
、
今
、
見
直
さ
れ
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
選
定
保
存
技
術
の
保
存
と
伝
承
の
た
め
、

よ
り
手
厚
い
保
護
政
策
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

時
期
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

は
、
貴
重
な
染
料
と
し
て
王
府
よ
り
栽
培
法
の
指
導

も
な
さ
れ
て
い
る
。
宮
古
の
紺
屋
、
八
重
山
の
藍
遣

人
な
ど
の
役
職
は
、
宮
古
上
布
や
八
重
山
上
布
に
使

用
さ
れ
る
藍
を
専
門
に
扱
う
重
要
な
役
で
あ
っ
た
。

廃
藩
置
県
以
後
の
沖
縄
の
染
織
は
、
王
府
の
手
を

離
れ
た
こ
と
や
化
学
染
料
が
普
及
し
た
こ
と
な
ど
で

衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に

琉
球
藍
の
需
要
も
減
り
、
藍
の
栽
培
地
域
が
沖
縄
本

島
北
部
の
名
護
•
本
部
・
今
帰
仁
な
ど
に
限
ら
れ
て

き
た
。
ち
な
み
に
明
治
十
六
年
の
藍
生
産
高
を
み
る

と
、
こ
れ
ら
本
島
北
部
地
域
で
全
生
産
量
の
約
七
〇

％
を
占
め
て
お
り
、
琉
球
藍
栽
培
が
本
島
北
部
を
中

心
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
イ
は
日
陰
を
好
み
、
水
は
け
の

い
い
傾
斜
地
に
、
ミ
カ
ン
の
木
と
い
っ
し
ょ
に
よ
く

栽
培
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
本
部
町
伊
豆
味
地
区

は
傾
斜
地
や
起
伏
が
あ
っ
て
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
イ

の
栽
培
に
適
し
た
地
形
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
伊
豆
味
地
区
は
ミ
カ
ン
栽
培
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
て
、
伝
統
的
に
ミ
カ
ン
の
木
の
下
で
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
ア
イ
を
栽
培
し
て
き
た
。
ミ
カ
ン
の
木
が

．
適
度
の
日
陰
を
与
え
る
と
い
う
好
条
件
を
提
供
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

伊
豆
味
地
区
で
は
、
戦
前
ま
で
各
家
庭
で
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
ア
イ
の
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
藍
製
造
軒
数
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選定保存技術保持者◎保存団体一覧

(l)保持者 (29件32人）
（有形文化財等関係） （16件17人）

名 称 氏名（雅号等）

上代飾金具製作修理 金江宗太郎（金江宗観）

漆 工 品 修 理 北村謙一

表具用手漉和紙（補修紙）製作 井上稔夫 口表具用手漉和紙（宇陀紙）製作 福西弘行

表具用手漉和紙（美栖紙）製作 1上窪 正一

唐 紙 製 作 千田長次郎

表具用古代裂（金襴等）製作 広瀬敏雄

美術工芸品保存桐箱製作
前田友ー（前田友斎）

上田淑宏

建 造 物 木 工 西岡常一

建 造 物 和而9 色 吉原昭夫（吉原北宰）

屋根瓦葺（本瓦葺） 山本清一

檜皮葺 柿葺 村上榮一

屋根瓦製作（鬼師） 小林章男

規矩術（古式規矩） 岡田英男

規矩術（近世規矩） 持田武夫

建造物模型製作 和田安弘

(2)保存団体(14件15団体

（無形文化財等関係） （13件15人）

名 称 氏名（雅号等）

雅楽管楽器製作修理
山田仙太郎（山田籟仙）

福田泰彦

能楽面製作修理 畏沢金次郎（長沢氏春）

能楽大鼓（革）製作木村幸彦

能管製作修理 林豊寿

文楽人形（首）製作修理 大江武雄（大江巳之助）

三味線（太綽）悼製作修理 天野祐里

邦楽器糸製作 小篠洋之

組踊道具製作 島袋光史

蒔 絵 筆 製 作 I村田九郎兵衛
研 炭 製 造 東浅太郎

漆濾紙（吉野紙）製作 昆布一夫

琉 球 藍 製 造 伊野波盛正

lI 玉鋼製造（たたら吹き）
阿部由蔵

木原 明

名 称 保存団体の名称

I木 造 彫 刻 修 理 財団法人美術院
建 造 物 修 理 財団法人 文化財建造物保存技術協会

建 造 物 木 工 財団法人 文化財建造物保存技術協会

建 造 物 彩 色 財団法人 日光社寺文化財保存会

檜 皮 葺 柿 葺 社団法人 全国社寺等屋根工事技術保存会

茅 葺 社団法人 全国社寺等屋根工事技術保存会

邦楽器原糸製造
木之本町邦楽器原糸製造保存会

浅井町邦楽器原糸製造保存会

日本産漆生産。精製 日本文化財漆協会

手漉和紙用具製作 全国手漉和紙用具製作技術保存会

阿 波 藍 製 造 阿波藍製造技術保存会

植物染料（紅・紫根）生産・製造 財団法人 日本民族工芸技術保存協会 I 
からむし（苧麻）生産・苧引き 昭和村からむし生産技術保存協会

浮世絵木版画技術 浮世絵木版画彫摺技術保存協会

王 鋼 製 造 財団法人 日本美術刀剣保存協会

実団体数13団体）

差
墨
告
ぶ
が
ざ
ふ
手
も
酎
堅
豆
塁
房
蕊
包
姦
涵
恩
蓑
苫
誤
砧
頴
藁
器
料
菰
望
字
怜
砧
薗
畜
魯
酌
忌
も
筐
魯
思
あ
ぎ
訟
‘
き
笙
翠
5
馨
苓
臼
柘
図

9
虐
謎
塁
餐
怠
緊
翠
I

梵
喜
邑
名
邑
忍
忍
9

,

は
百
軒
ほ
ど
あ
っ
て
、
自
家
用
と
販
売
用

が
製
造
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
ま
も
な
く
は

二
十
軒
ほ
ど
が
携
わ
っ
て
い
た
が
、
次
第

に
減
少
し
て
い
き
、
三
十
年
ほ
ど
前
に
は

い
の
は
ら
せ
い
し
ょ
う

数
軒
に
な
り
、
現
在
で
は
伊
野
波
盛
正
氏

（
昭
和
二
年
生
ま
れ
）
一
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
「
琉
球
藍
製
造
」
は
、
昭
和
丑
十

二
年
五
月
十
一
日
選
定
保
存
技
術
に
選
定

さ
れ
、
保
持
者
に
伊
野
波
盛
正
氏
が
認
定

さ
れ
た
。
伊
野
波
家
は
お
よ
そ
百
年
前
に
首
里
か

ら
伊
豆
味
に
移
住
し
、
琉
球
藍
製
造
に
従

事
し
て
き
た
と
い
わ
れ
、
盛
正
氏
は
四
代

目
と
な
る
。
盛
正
氏
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら

父
親
の
手
伝
い
を
し
、
戦
後
は
も
っ
ぱ
ら

藍
製
造
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

こ
ろ
は
父
親
の
堅
正
氏
r

弟
二
人
と
い
っ

し
ょ
に
藍
製
造
に
従
事
し
て
い
た
。
盛
正

氏
は
三
十
歳
の
時
に
独
立
し
、
現
在
に
い

た
っ
て
い
る
。

盛
正
氏
は
現
在
、
ほ
ぼ
沖
縄
全
域
の
染

織
に
使
用
す
る
藍
を
供
給
し
て
い
る
。
か

な
り
大
量
に
製
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

設
備
を
改
善
（
大
型
の
浸
漬
槽
と
生
成
槽

を
駆
使
）
し
、
あ
わ
せ
て
ク
レ
ー
ン
や
攪

拌
ス
ク
リ
ュ
ー
な
ど
の
電
動
機
械
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
量
を
あ
げ
て
い
る
。

――― 

以
上
、
琉
球
藍
製
造
の
歴
史
と
現
状
を
概
観
し
た
。

な
お
、
技
術
伝
承
上
の
問
題
点
と
し
て
は
、
次
の
こ

と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
藍
の
植
え
付
け
の
場
合
、
有
機
肥
料
の
調
合
と
苗

の
見
分
け
方
が
だ
い
じ
で
あ
る
。
む
か
し
は
「
土

よ
り
は
肥
料
を
入
れ
ろ
」
と
い
わ
れ
、
自
家
製
の

肥
料
を
つ
く
っ
て
使
用
し
た
。
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア

イ
は
有
機
肥
料
を
好
み
、
鶏
糞
と
牛
糞
を
多
量
に

入
れ
て
い
る
。

②
藍
葉
の
酸
酵
加
減
と
石
灰
加
減
は
、
藍
製
造
者
が

体
で
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
習
得
す
る

こ
と
が
よ
い
藍
を
つ
く
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
こ

れ
は
勘
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

③
琉
球
藍
製
造
者
が
伊
野
波
盛
正
氏
一
人
と
な
っ
た

今
日
、
そ
の
後
継
者
育
成
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
何
人
か
藍
製
造
に
従
事
し
た
が
、
こ
の

仕
事
が
き
わ
め
て
重
労
働
で
あ
る
こ
と
か
ら
長
続

き
し
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
沖
縄
の
染

織
の
染
料
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
琉
球
藍

は
、
今
後
も
需
給
ベ
ラ
ン
ス
を
保
た
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
後
継
者
育
成
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

19 
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一

農

一

い
よ
い
よ
夏
本
番
I
．
海
へ
、
山
へ
と
遊
び
に
行
く
の
も
結
構
で
す
が
、

た
ま
に
は
各
地
域
の
埋
も
れ
た
文
化
財
を
訪
ね
て
、
史
跡
散
策
な
ぞ
を
す

る
の
も
オ
ツ
な
も
の
で
す
。
古
城
址
の
苔
む
し
た
石
垣
に
仔
ん
で
、
兵
ど

も
が
夢
の
跡
を
偲
べ
ば
、
し
ば
し
暑
さ
も
忘
れ
る
の
で
は
？

さ
て
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
、
い
わ
ゆ
る
「
人
間
国
宝
」
の
指
定

制
度
は
有
名
で
す
が
、
文
化
財
保
存
技
術
の
保
存
・
伝
承
を
図
る
た
め
の

選
定
・
認
定
制
度
が
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
わ
が
国
の
有
形
・
無
形
の
文
化
財
の
保
存
に
は
、
修
理
・
製
作
の

伝
統
的
な
技
術
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
う
し
た
制
度
は
非
常
に
貴
重
な
も

の
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
、
我
が
国
の
文
化
財
保
護
法
の

よ
う
に
、
無
形
文
化
財
や
保
存
技
術
等
に
対
し
て
も
保
護
制
度
が
完
備
さ

れ
て
い
る
国
は
、
世
界
中
を
見
回
し
て
み
て
も
、
そ
う
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。

今
月
号
の
特
集
は
、
外
国
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
中
身

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
「
文
化
庁
月
報
」
の
英
語
版
で
も
発
行
さ
れ
れ
ば
嬉

し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
現
段
階
で
は
夢
の
ま
た
夢
…
。
（
栗
）

編

後

記
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